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　平成30年度の予算は、３月

８・12・13・15・16日の５日

間、予算特別委員会を開き、

審査しました。同委員会では

一般会計と６特別会計、２企

業会計を原案のとおり可決す

べきものと決定。第１回定例

会最終日の３月20日本会議で

全て原案のとおり可決され、

30年度の予算の使い道が決ま

りました。ここでは、予算特

別委員会での質疑や30年度の

主な事業などを紹介します。

平成30年度各会計別の予算総額（１万円未満四捨五入）

一般会計 220億3,300万円

特
別
会
計

　国民健康保険（事業勘定） 30億8,276万円

　後期高齢者医療 2億6,882万円

　国民健康保険（診療施設勘定） 2億4,000万円

　公共下水道事業 9億5,613万円

　農業集落排水事業 6億4,473万円

　浄化槽事業 8,004万円

企
業
会
計

水道事業

収益的収入 6億1,260万円

収益的支出 6億  459万円

資本的収入 2億5,784万円

資本的支出 4億5,744万円

西根病院事業

収益的収入 8億6,810万円

収益的支出 9億  286万円

資本的収入 8億7,628万円

資本的支出 10億3,772万円

30年度
予算

一般会計予算額は
220億3,300万円

　　　　

― 前年度比24億800万円（12.3％)増 ―

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
が
前
年
度
よ
り

約
５
億
円
減
っ
た
理
由
を
伺
う
。

27
年
度
で
合
併
算
定
替
え
が
終
わ
り
、
そ
の
後
、

段
階
的
に
合
併
の
恩
恵
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ

と
と
、
市
税
が
伸
び
て
い
る
こ
と
や
、
人
口
が

減
っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

選
挙
の
投
票
所
を
減
ら
し
た
こ
と
に
よ
り
、
投

票
率
は
下
が
り
、
選
挙
費
用
も
増
え
た
こ
と
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

次
の
市
議
会
選
挙
の
結
果
を
見
て
、
検
証
し
て

い
き
た
い
。

新
た
な
出
会
い
支
援
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
夫
婦
と
も
に
34
歳
以

下
で
、
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満
の
夫
婦
に
、

引
っ
越
し
や
家
賃
な
ど
の
費
用
に
最
大
30
万
円

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

ご
み
の
減
量
化
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動
が

大
事
で
は
な
い
か
。

公
衆
衛
生
組
合
の
活
動
を
母
体
と
し
な
が
ら
、

行
政
連
絡
員
に
ご
み
減
量
化
推
進
委
員
の
役
割

も
持
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
婦
人
会
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

牧
野
で
の
受
胎
率
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
ど

う
す
る
の
か
伺
う
。

き
め
細
か
な
管
理
を
す
る
た
め
に
、
監
視
人
や

人
工
受
精
師
の
方
々
と
協
力
し
て
い
く
。

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
建
設
の
、
概
略
設
計

委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
、
市
の
商
工
会
に
調
査
を

依
頼
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

青
写
真
的
な
概
略
設
計
を
つ
め
、
再
来
年
以
降

に
は
詳
細
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

交
通
網
実
態
調
査
お
よ
び
、
実
証
運
行
試
験
事

業
委
託
料
５
千
万
円
に
つ
い
て
伺
う
。

外
国
人
観
光
客
向
け
の
音
声
案
内
装
置
を
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
、
ま
た
は
市
内
の
拠
点
観
光
地

な
ど
で
、
試
験
的
に
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
は
、
カ
ー
ド
で
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の

検
証
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
道
整
備
計
画
で
10
年
以
内
に
27
路
線
に
工
事

着
手
と
あ
る
が
、
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
の
状
況
で
は
、
計
画
通
り
は
難
し
い
。
国

か
ら
の
補
助
金
な
ど
も
勘
案
し
て
、
30
年
度
で

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
図
書
購
入
費
が
、
前
年
度
比
で
30
％

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
専
門
書
、
児
童

書
、
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
を
購
入
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
、
来
館
者

が
増
え
て
い
る
の
で
充
実
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
選
手
報
奨
金
１
５
０
万
円

に
つ
い
て
伺
う
。

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
当
市
出
身
の

３
選
手
に
、
１
人
50
万
円
ず
つ
報
奨
金
を
差
し

上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
や
、
市
内
の
企
業
に

勤
め
て
い
る
方
を
考
え
て
い
る
。

総合保育所設計業務

【事業内容】　松野保育所と寄
木保育所を統合し、移転新築
するための設計・地質調査業
務を行う。

市立松野保育所

【予算額】 5,199万円

総合収納システム導入業務

【事業内容】　市税などの納入
先の多様化（ゆうちょ銀行）お
よび収納事業の合理化を図る。

田頭郵便局

【予算額】 193万円

結婚新生活支援事業費
補助金

【事業内容】　新婚世帯に対し、
新生活に係る引っ越しや家賃
の費用（最大30万円まで）を支
援する。

市営町裏住宅

【予算額】 720万円

観光振興対策事業

【事業内容】　株式会社八幡平
ＤＭＯへ八幡平市版ＤＭＯの
運営を委託する。自然散策バ
ス多言語案内化の業務を行う。

県北バス

【予算額】 1 億 1,579万円

繁殖・育成センター整備
事業

肉牛を飼育している牛舎

【予算額】 33万円

ＱＡＱ

ＱＡＱ

Ａ

ＡＱＡ

【事業内容】　大更駅前顔づく
り施設等の概略設計を行う。

大更駅

【予算額】 324万円

大更駅前顔づくり施設等
建設概略設計業務

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＱ ＡＡ

【事業内容】　繁殖・育成セン
ターを整備し、酪農・肉牛の生
産基盤強化するための視察研
修を行う。
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【事業内容】　進路指導事業
（夏季休業中に国立大学進学
希望者に対し、予備校講師に
よる特別課外授業を実施）

スポーツ大会出場選手
報奨金

【事業内容】　オリンピック・
パラリンピック競技大会に選
手として出場した個人に対し、
報奨金を交付する。

平昌オリンピック応援団

【予算額】 150万円

中渡工場適地整備事業

【事業内容】　用地取得および
整備を行う。（平成30年度・平
成31年度：２カ年事業）

中渡工場整備予定地

【予算額】 4,675万円

平舘高校教育振興会補助金

県立平舘高校

【予算額】 427万円

討
論(

一
般
会
計
・
３
月
20
日
本
会
議)

【
賛
成
討
論
】　

小
野
寺
昭
一
議
員(

八
起
会)

　

平
成
30
年
度
、
節
目
の
年
に
八
幡
平
市
の
一
般
会
計
予
算

は
、
総
額
２
２
０
億
３
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
主
要

事
業
を
見
る
と
、
安
代
リ
ン
ド
ウ
海
外
活
用
事
業
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
リ
に
続
い
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
に

５
月
の
初
出
荷
式
に
出
席
予
定
で
、
30
年
度
リ
ン
ド
ウ
は
13

億
円
を
目
指
し
て
い
る
。
次
に
、
温
泉
引
湯
管
整
備
事
業
に

６
億
円
、
松
尾
庁
舎
解
体
工
事
に
３
億
円
、
ご
み
焼
却
施
設

の
延
命
化
事
業
に
12
億
円
、
大
更
駅
前
整
備
、
西
根
病
院
建

設
事
業
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
指
定
代
理
金
融
機
関
の
指
定
な

ど
、
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
お
り
評
価
す
る
。
滝
沢
市
と

比
較
す
る
と
28
億
円
多
く
、
市
長
お
よ
び
職
員
が
そ
れ
だ
け

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
敬
意
を
表
す
所
で

あ
る
。
東
京
都
の
平
成
29
年
度
の
予
算
で
は
、
全
会
派
が
承

認
し
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
、
一
部
納
得
で
き
な
い
理
由

で
反
対
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。
最
後
に
、
当

市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
計
画
的
な
予
算
の
執
行
を
期
待

し
、
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

畠
山
康
議
員(

八
起
会)

　

一
般
会
計
予
算
総
額
、
２
２
０
億
３
３
０
０
万
円
は
、
前

年
度
対
比
24
億
８
０
０
万
円
の
増
、
率
で
12
・
３
％
の
大
幅

な
伸
び
に
な
っ
て
い
る
。
八
幡
平
市
誕
生
以
来
、
最
大
の
予

算
規
模
は
、
第
２
次
総
合
計
画
、
前
期
計
画
の
中
間
年
で
あ

る
平
成
30
年
に
、
並
々
な
ら
ぬ
積
極
的
な
姿
勢
で
、
将
来
に

課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
八
幡
平
市
の
活
性
化
を
図
り
、
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
農
み
の
り

と
輝

ひ
か
り

の
大
地
」
の
実
現
に
向
け
た
、
意

欲
的
な
予
算
編
成
を
高
く
評
価
す
る
。
多
様
な
住
民
福
祉
施

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
の
付
託
に
応
え
る
も
の
と

高
く
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】　

髙
橋
悦
郎
議
員(

日
本
共
産
党)

　

２
２
０
億
円
を
超
え
る
、
合
併
後
最
大
規
模
で
あ
る
。
歳

入
で
は
、
基
金
繰
入
が
約
24
億
円
、
市
債
い
わ
ゆ
る
借
金
が

約
37
億
円
と
な
り
、
こ
れ
ら
も
合
併
後
最
大
規
模
で
あ
る
。

市
立
病
院
新
築
工
事
・
ご
み
焼
却
施
設
の
改
修
・
温
泉
郷
の

給
湯
管
の
更
新
・
そ
し
て
大
更
駅
周
辺
開
発
な
ど
超
大
型
の

公
共
事
業
が
同
時
進
行
の
予
算
で
あ
る
。
市
民
に
と
っ
て
必

要
な
事
業
は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
見
直
し
が
必
要

な
事
業
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
大
型
公
共
事
業
へ

の
投
資
は
、
最
大
の
課
題
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
を
遅
ら
せ

て
い
る
。
人
口
減
少
は
、
市
が
策
定
し
た
人
口
の
将
来
推
移

目
標
と
か
け
離
れ
て
推
移
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。
若
者
の
定
住
化
対
策
や
、
さ
ら
な
る
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
が
ま
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
の
要
望
が
強
い
、
市
道
の
整
備
や
、
軽
舗
装
へ
の
予
算

も
要
望
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
へ
の
予

算
配
分
を
求
め
る
。
教
育
費
で
は
、
ご
飯
持
参
の
学
校
給
食

の
問
題
で
あ
る
。
学
校
給
食
法
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
、
こ
の

補
足
給
食
を
改
め
、
負
担
増
な
し
の
完
全
給
食
を
強
く
求
め

る
と
と
も
に
、
学
校
給
食
の
無
料
化
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

３月定例会

いじめ防止対策推進法に

基づき、いじめ対策強化

●会期　２月19日～３月20日（30日間)

３月定例会議案採決

今回は

市長提出議案　42件

報告　　　　　３件

請願　　　　　１件

議員提出議案　３件

い
じ
め
重
大
事
態
に 

対
応
す
る
条
例
制
定

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

八
幡
平
市
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

組
織
や
運
営
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
次
の
重
大
事
態
の
調
査
が
必
要

と
認
め
る
と
き
、
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。

▼
い
じ
め
に
よ
り
、
当
該
学
校
に
在
籍

　

す
る
児
童
な
ど
の
生
命
、
心
身
、
ま

　

た
は
財
産
に
、
重
大
な
被
害
が
生
じ

　

た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

▼
い
じ
め
に
よ
り
、
当
該
学
校
に
在
籍

　

す
る
児
童
な
ど
が
、
相
当
の
期
間
、

　

学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

　

さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る

　

と
き
。

【
付
託
さ
れ
た
委
員
会
の
審
査
結
果
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
の
審
査
で

は
、
い
じ
め
事
前
防
止
や
、
い
じ
め
相

談
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
い
じ

【
議
案
第
10
号
】　

八
幡
平
市
い
じ
め
問
題
対
策

委
員
会
条
例

め
防
止
な
ど
に
関
す
る
機
関
・
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
早
期
に
「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
第
14
条
に
基
づ
く
、

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
」
と
意
見
集
約
さ
れ
、

最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
が
審
査
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

 

１
０
０
歳
長
寿
祝
金

 

支
給
の
要
件
を
緩
和

　

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
空
き
が
な
く
、
や
む
を
得
ず
市
外
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し

た
人
に
対
し
て
も
長
寿
祝
金
を
支
給
す

る
た
め
、
満
１
０
０
歳
に
達
す
る
日
ま

で
継
続
し
て
10
年
以
上
、
八
幡
平
市
へ

住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
な
支

給
要
件
と
し
、
現
行
の
居
住
要
件
を
撤

廃
し
、
改
め
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
21
号
】　

八
幡
平
市
長
寿
祝
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例


